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2月8日（土）、9日（日）は

作家本人が駐在します



「
鳥
越
一
穂

　銅
板
油
彩
画
の
制
作
」
展
に
つ
い
て

当
館
の
「
作
家
・
研
究
者
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
公
募
）
」
第
一
回

展
示
と
し
て
鳥
越
一
穂
氏
の
「
銅
板
油
彩
画
と
そ
の
制
作
」
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

こ
の
た
び
の
第
一
回
募
集
で
は
、
幸
い
高
い
レ
ベ
ル
で
の
ご
応

募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
で
も
鳥
越
氏
の
テ
ー
マ
は
、
写
実
絵

画
・
細
密
描
写
が
新
し
い
角
度
か
ら
見
直
さ
れ
て
い
る
今
日
、
一

六
〜
一
七
世
紀
以
来
の
伝
統
を
持
ち
な
が
ら
脚
光
を
浴
び
る
こ
と

の
少
な
い
銅
板
油
彩
画
を
あ
ら
た
め
て
見
直
そ
う
と
い
う
、
意
欲

的
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
回
の
展
示
で
は
、
銅
板
油
彩
画
の
特
徴
、
略
史
か
ら
、
実
際

の
制
作
技
法
、
完
成
作
品
ま
で
の
全
体
を
概
観
で
き
る
よ
う
、
ま

た
、
実
際
の
制
作
に
資
す
る
手
が
か
り
と
な
る
こ
と
を
念
頭
に
構

成
し
ま
し
た
。
絵
を
見
る
こ
と
が
好
き
な
方
に
も
、
絵
を
描
く
こ

と
が
好
き
な
方
に
も
、
銅
板
油
彩
画
へ
の
ご
理
解
が
い
さ
さ
か
で

も
増
せ
ば
幸
い
で
す
。

横
浜
本
牧
絵
画
館

平
滑
で
美
し
く
、
堅
牢
で
油
と
の
相
性
も
よ
い
。

た
だ
し
、
す
ご
く
描
き
に
く
い
。

つ
る
つ
る
と
し
た
光
沢
の
あ
る
金
属
板
に
油
彩
画
を
描
く
。
こ

う
聞
く
と
多
く
の
方
は
そ
れ
が
可
能
な
の
か
疑
い
を
持
つ
よ
う
で

す
。
し
か
し
４
百
年
前
に
描
か
れ
た
銅
板
油
彩
画
は
実
在
し
、
結

構
な
数
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
も
か
な
り
良
い
状
態
で
。
う

ま
く
ゆ
け
ば
４
百
年
保
た
せ
ら
れ
る
。
そ
の
ヒ
ミ
ツ
は
画
家
を
惹

き
つ
け
る
に
は
十
分
な
魅
力
で
す
。

現
存
す
る
か
つ
て
の
銅
板
油
彩
画
は
い
か
に
描
か
れ
た
の
か
。

吸
収
性
ゼ
ロ
の
平
滑
な
銅
板
に
対
し
て
、
絵
筆
は
滑
り
、
固
着
は

悪
い
。
残
さ
れ
た
文
献
を
当
た
り
、
銅
板
に
や
す
り
が
け
を
す
る
。

ニ
ン
ニ
ク
汁
を
塗
布
す
る
。
油
と
樹
脂
に
よ
る
絶
縁
層
を
塗
布
す

る
。
地
塗
り
を
す
る
。
ど
れ
も
あ
る
時
は
う
ま
く
ゆ
き
、
あ
る
時

は
問
題
が
浮
上
す
る
。
そ
の
理
由
も
対
処
法
も
、
教
え
て
く
れ
る

人
は
い
ま
せ
ん
。

そ
う
し
た
試
行
錯
誤
を
経
て
、
文
献
に
記
さ
れ
た
内
容
を
私
な

り
に
検
証
し
得
ら
れ
た
結
果
と
課
題
を
ま
と
め
た
展
示
で
す
。
画

家
の
苦
労
の
一
端
を
作
品
と
併
せ
て
お
楽
し
み
下
さ
い
。

画
家
・
鳥
越
一
穂

…



分類 制作者 タイトル モチーフ 制作年 サイズ（ｍｍ） 下処理法

銅板油彩画 鳥越一穂 X IX MMXVII 枝付きサンタローザ 2017 120x180x1 鉛白地／ローラー,ヘラ

銅板油彩画 鳥越一穂 XIII X MMXV ロザリオビアンコ・イチジク 2015 156x227x1 キャンバス

分類 制作者 タイトル モチーフ 制作年 サイズ（ｍｍ） 下処理法

銅板油彩画 不詳 不詳 銅板油彩の古画・聖⺟⼦像 不詳 ほぼ200×200×2 不詳

分類 制作者 タイトル モチーフ 制作年 サイズ（ｍｍ） 下処理法

資料 ー 銅板の準備と制作（サンプル付） ー ー ー ー

資料 ー スタック法鉛白（イースト菌版） ー ー ー ー

資料 ー 天然ウルトラマリン ー ー ー ー

資料 ー 動画 下準備から制作まで ー ー ー ー

分類 制作者 タイトル モチーフ 制作年 サイズ（mｍ） 下処理法

銅板油彩画 鳥越一穂 VII IX MMXVII ソルダム×2 2017 100x100x1 フラマン

銅板油彩画 鳥越一穂 XIV X MMXVII プラム 2017 100x100x1 フラマン

銅板油彩画 鳥越一穂 XVIII IX MMXVII ブルーベリー 2017 100x100x1 フラマン

銅板油彩画 鳥越一穂 XXX IX MMXVII サンタローザ 2017 100x100x1 フラマン

銅板油彩画 鳥越一穂 I X MMXVII サンタローザ 2017 100x100x1 フラマン

銅板油彩画 鳥越一穂 XV X MMXVIII ロザリオビアンコ 2018 110x110x1 フラマン

銅板油彩画 鳥越一穂 XIX IX MMXIX ⻘梅pot 2019 110x110x1 フラマン

銅板油彩画 鳥越一穂 III VIII MMXVIII ソルダムx2 2018 110x110x1 フラマン

銅板油彩画 鳥越一穂 XI X MMXVIII ソルダム・半切サンタローザ 2018 110x110x1 フラマン

銅板油彩画 鳥越一穂 VI V MMXVIII 赤ブドウ 2018 110x110x1 フラマン

銅板油彩画 鳥越一穂 XV XI MMXIX シャルドネ・イチジク 2019 110x110x1 フラマン

銅板油彩画 鳥越一穂 VIII IV MMXV 蝶 2015 180x180x1 素地

銅板油彩画 鳥越一穂 VI IX MMXVIII マニキュアフィンガー 2018 180x180x1 鉛白地／ローラー,ヘラ

銅板油彩画 鳥越一穂 XVI VI MMXVIII イチジク 2018 180x180x1 鉛白地／刷毛

銅板油彩画 鳥越一穂 XXII IX MMXVIII シャルドネ 2018 180x180x1 鉛白地／刷毛

銅板油彩画 鳥越一穂 XV VII MMXVIII 昆虫標本 2018 180x180x1 フラマン

銅板油彩画 鳥越一穂 XV VII MMXV 蝶とトランプ 2015 250x180x1 鉛白地／ローラー塗

銅板油彩画 鳥越一穂 IV IX MMXVII コノハムシ 2017 250x250x1 鉛白地／ローラー,ヘラ

銅板油彩画 鳥越一穂 XX VIII MMXVI グラジオラス 2016 300x300x1 鉛白地／ローラー塗

銅板油彩画 鳥越一穂 XVI XI MMXVIII チューリップ 2018 300x240x1 フラマン

銅板油彩画 鳥越一穂 VI X MMXIX プラム・シャルドネ・ビン 2019 370x300x1.5 フラマン

４．作例 そしてこれから

『鳥越一穂 銅板油彩画の制作』展示目録

横浜本牧絵画館 第1回 作家・研究者支援プログラム展示

会期：2020.2.8（土）-2020.2.24（月）

１．キャンバス VS. 銅板

２．古くからあった銅板油彩画

３．制作の実際

裏面へ 一般財団法人 横浜本牧絵画館



展示関係の用語解説 

 

 

支持体 「基底材」ともいう。絵画の場合、絵具を

乗せる素材である紙、板、キャンバスなどを指す。

今回のメインテーマである銅板もその一つ。 

 

 

キャンバス油彩画 木枠や板に張ったキャンバス

（帆布）を支持体とする油彩画。使われ始めた 15

〜16 世紀頃は亜麻繊維による船用の帆布が転用さ

れていたといわれるが、今日では綿や合繊なども用

いられる。 

 

 

銅板油彩画 銅板を支持体とする油彩画。15 世紀

頃、圧延技術の開発によって平滑な銅板が入手でき

るようになったこと、画面の耐久性が高く持ち運び

しやすいことから、布教用の宗教画を中心にイタリ

アで多数制作された。その後フランドルの画家など

がその耐久性とともに細密描写への適性に着目し、

制作に取入れて発展するが、19 世紀以降は半ば忘

れられた存在となっている。 

 

 

マチエール 画面の質感、絵画表面の肌合いを指

す。作者により、あるいはその意図により、また、

使用する支持体・絵具・筆などによって様々に異な

り、作品の個性を左右する。 

 

 

地塗り・下地処理 キャンバスにせよ銅板にせよ、

支持体素材にそのまま絵具を乗せても、にじみ・混

色などにより思い通りの描画構成は難しい。支持体

表面に描画しやすくするため加工することが必要

となる。 

 

 

有色下地（インプリマトゥ―ラ） 支持体の上に褐

⾊系・⻘灰⾊系など有⾊の材料を用いて形成した下

地のこと。油彩画面の明暗を際立たせる技法。 

 

メディウム 絵具を作るために顔料と混ぜ合わせ

る溶剤。成分の固着を助けるためのアラビアゴムや

樹脂などと、均質な希釈を助けるための乾性油や界

面活性剤などから作られる。 

 

 

グレージング 異なる色の絵具を透明に塗り重ね、

下層の色との視覚的混色効果によって深みのある

色を表現する油彩画独特の技法。 

 

 

グラデーション 異なる複数の色の面の間の移行

を緩やかに行う彩色法。 

 

 

インパスト 固練りの絵具を筆やペインティング

ナイフによって厚塗りし、画面上に立体感、物質感

を表現する技法。 

 

 

ドライブラシ 絵具をつけず、あるいは絵具を拭

き取った筆で、すでに塗ってある絵具をぼかしたり

混ぜたりする技法。 

 

 

鉛白顔料 古くから使われてきた白色顔料。白色

を表現する絵具材として、また、地塗り材として用

いられてきたが、毒性があるため、⻑期にわたって

肌などに触れないよう注意する必要がある。 

 

 

ウルトラマリン 群⻘⾊系の鉱物系無機顔料。天

然には半貴石ラピスラズリの主成分で、アフガニス

タンなど産地が限られ、稀少な絵具材として珍重さ

れる。「フェルメールブルー」としても知られる。 

 

 

トロンプルイユ 見る人のいる現実の世界の一部

とみまがうほど写実的に描かれた絵画。一般には 

「だまし絵」と訳されることが多いが、本来は、錯

視効果を狙ったイラストやアニメ風の壁画などは

含まれない。 


